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No. 20 (1975) 

植物粘質物（第11報）

ノリウツギの樹皮の粘質多糖

友田正司，佐藤訓子

（日本楽学会第95年会 (1975年4月）で発表）

〔目的〕 ノリウツギの樹皮に含まれる粘質物は糊料として用いられてきたが，その化学的性質

に関する従来の報告では多糖の均質性が検討されておらず，構成糖の種類すら確定していないの

で，粘質物を単離精製してその性質と構造を明らかにする目的で実験を行った．

〔実験〕 粉砕した樹皮を室温で水抽出し，抽出液をエタノーノレに注入して粗粘質物を得た．こ

れを DEAEセノレロース（炭酸型）カラムにかけて，炭酸アンモニウム溶液による溶出部を減圧

濃縮し，エタノーノレで、処理して精製された粘質多糖を得た．ヵーラス繊維紙電気泳動と超遠心を行

い，浸透圧法で分子量を測定し，加水分解物の TLCで構成糖を分析すると共に，その一部は誘

導体として確認した．中性糖は加水分解物をアルディトーノレアセテートに誘導したのち GLCで

定量し， ウロン酸はカルパゾー／レ法およびオノレシノーノレ法で、比色定量した．アセチノレ基の部分的

存在も認められたので、 GLCで定量した．また過ヨウ素酸酸化とスミス分解成績体の分析によ

り，構造に関する若干の知見を得た．

〔結果・考察〕 精製した多糖は電気泳動および超遠心で単一であり，分子量109000，極限粘度

54,D－ガラクツロン酸：ι0－メチノレーD－グノレクロン酸： Dーガラクトース：レラムノース（モノレ比，

23 : 10 : 16 : 8）で構成され， 2.0%のアセチノレ基を有する．多分枝構造で， 4-0－メチルートグノレ

クロン酸は分枝の末端に存在すると推定される．

植物粘質物（第12報）

カノコユリの鱗茎の粘質多糖

友田正司，金子幸子

（日本薬学会第95年会 (1975年4月）で発表）

（日本薬学会第95年会 (1975年4月）で発表）

〔目的〕 ヤマユリの鱗茎から単離した粘質多糖が，従来 Lilium属植物成分として文献記載の

グノレコマンナンと異なることはすでに報告し，他種植物の多糖についても均質性およびアセチル

基の存在などについて再検討すべきことを指摘したが，今回はカノコユリの鱗茎から得た粘質多

糖の性質と構造について報告する．

〔実験〕 熱メタノール処理後室温で、水抽出しエタノーノレ中で、沈殿させた粗粘質物を DEAEセ

ノレロースカラムにかけて水溶出部から精製された多糖を得た．ガラス繊維紙電気泳動と超遠心を

行い，浸透圧法で分子量を測定し，加水分解物の TLC，メタノリシス成績体のTMS化後GLC

で構成糖を分析し，加水分解物還元後アセチノレ化体の GLCで定量した．また IRでエステノレ

の吸収が認められ， GLCでアセチノレと同定し，定量した．過ヨウ素酸酸化とスミス分解，メチ

ノレ化，部分アセトリシスなどの方法により構造を研究した．
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